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市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防犯対策へのご理解、ご協力をお願い致します。「西東京の教育」を読んでのご意見・ご感想はこちらまでお寄せください。（〒202-8555 西東京市中町1-5-1 西東京市教育委員会教育企画課）
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　本校では、平成24年度から東京都教育委員会の
スポーツ教育推進校の指定を受けて、児童の体力
向上に取り組んでいます。運動の楽しさを感じ運
動量を確保する体育授業の研究を通して、体力を
つけるとともに、体を動かすことが好きな児童の
育成を目指しています。
　また、学期に１回実施している「長なわ週間」
では、「長なわ集会」を行い、校庭に流れるＢＧ
Ｍに合わせて各クラスが一斉に跳び始める姿で、
校庭は活気にあふれます。各クラス３分間で８の
字跳びが何回跳べるか挑戦し、跳べた回数を記録
していきます。記録更新を目指すことで、学級が
一つにまとまろうとする雰囲気が高まってきてい
ます。

目指せ記録更新！
「長なわ集会」

保谷第一小学校

　本校では、平成25年度西東京市教育委員会研究
奨励事業研究奨励校として、「個に応じた指導の
充実」をテーマに研究を進めています。児童の実
態を詳細に把握した上で、さらに表題の着想か
ら、「どの子も自分の成長を実感できる」学習活
動をめざし、学校全体で授業研究に取り組んでい
ます。
　【授業づくりの視点】わかる授業をめざし、授
業をユニバーサルデザイン化できるよう研究を重
ねています。
　【支援体制づくりの視点】授業のもととなる、

すべての児童
を支援する組
織や体制につ
いて検討して
います。

通常学級における
特別支援教育の充実

住吉小学校体育科研究授業の様子

　本校では、五つある教育目標のうち、「じょう
ぶな子」を平成25年度の重点目標として定め、健
康な体と強じんな精神力を身に付け、何事にも粘
り強く挑戦する子の育成に力を注いできました。
　今年度も「なわとび月間」「マラソン月間」を
中休みに実施しました。子どもたちは、何年も取
組を重ねることにより、跳躍力や持久力、自分の
体を思いどおりに動かす力などを向上させつつあ
ります。
　一学級一実践として、本校の課題である握力や
投げる力を伸ばす取組も行われています。笑顔あ
ふれる実践にこそ、体力や精神力を育むヒントが
あるはずです。

「じょうぶな子」の育成

中原小学校

固定遊具を使った実践なわとび月間の様子

　本校では、平成24年度より教育活動全体を通し
て健康教育に取り組んでいます。健康教育を、食
育の推進、体力の向上に関する指導、安全に関す
る指導、心身の健康の保持増進に関する指導の観
点から捉え、多岐にわたって取組を行っています。
　その中に兄弟学級で行う「はつらつタイム」が
あります。１年生と６年生、２年生と４年生、３
年生と５年生でそれぞれのクラスごとにいくつか
のグループを作り、上の学年が運動遊びを企画・
運営して行う活動です。校庭、第２校庭、体育館、
屋上を存分に活用し、元気いっぱいに遊びます。
回数を重ねるごとに、遊びの質も変化し、活気あ
ふれる活動
となってい
ます。

はつらつタイム

仲良く遊ぶ２年生と４年生
田無小学校

　本校は昨年の９月に校庭が全面芝生化されまし
た。今までのように転んでも砂だらけになったり
すりむいたりすることが無くなりました。子ども
たちは、体育の授業や休み時間には今まで以上に
思いっきり体を動かしています。
　また、青少年育成会の運動会にも校庭を活用し
ていただきました。参加した地域の方からは「芝
生がきれいだ」、「気持ちいい」と大好評でした。
　さらに、ＦＣ東京の現役サッカー選手による出
前授業では、青々とした芝生の上で、子どもたち
は選手と一緒に走り回ったり、シュートやパスを
教えてもらったりしていました。

校庭の芝生の活用

芝久保小学校

青少年育成会の

▲

ミニ運動会恒例
のパン食い競争

▲６年体育授業
「ハンドボール」

「長なわ集会」各クラスが８の字跳びの回数
の記録更新を目指して頑張っています。

　本校では、平成25年度西東京市教育委員会研究
奨励事業研究奨励校として、「通常学級における
個に応じた支援の充実」をテーマに、次の二つを
軸に研究を進めてきました。一つ目は、教職員が
特別支援教育への理解を深め、校内の支援体制を
整え、生徒一人一人の教育的ニーズに対応するこ
とです。二つ目は、ユニバーサルデザインを基調
としたわかりやすい授業づくりを進めていくこと
です。すべての生徒が「わかる」「できる」喜び
や達成感を味わい、自己肯定感を高め、学習活動
や学校生活に意欲的に取り組めるように、指導方
法の工夫・改
善を図ってい
ます。

通常学級における
個に応じた支援の充実

田無第二中学校
ティームティーチング（教師がペア
で授業を行う）による体育の授業

　「自己評価・自己受容」、「関係の中での自
己」、「自己主張・自己決定」をバランスよく高
める授業を実践しています。学習のまとめに、頑
張って取り組んだり、的確な助言をしたりした様
子を振り返り共有することで、相手のよさに気付
いたり自分のよさに気付いたりして、自信につな
げることができました。また、課題選択や自己決
定する場の設定や技能向上のためのポイントを明
確にすることにより、自己課題や教え合いの観点
をより意識して学習することができました。
　さらに、東京都教育委員会のスポーツ教育推進
校として、トランポリン競技の上
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選手との
交流を深め、自分
を信じることや最
後まで諦めずに努
力する大切さを学
びました。

自尊感情・自己肯定感
を高める体育

上向台小学校

　本校では、年間を通して、たてわり班活動を
行っています。たてわり班活動での最大の行事は、
「たてわり全校遠足」です。６年生を中心として、
全校児童が出発から帰校までたてわり班で活動し
ます。
　当日はスタンプラリー、昼食、班遊びまで、す
べて６年生が中心となって活動します。スタンプ
ラリーはそれぞれのポイントで、先生がミニゲー
ムを考え、クリアしたら次のポイントに進むこと
ができます。そこでも、班の全員が協力しなけれ
ば達成できないようになっています。下級生が上
級生と一緒に活動することでけじめやルールを守
り、助け合いながら、異学年間の交流がより一層
深まるのです。

たてわり班活動

泉小学校

たてわり全校遠足のミニゲーム

スポーツ推進大使「ゆりーと」

　本校では昨年11月25日に、生徒会を中心にした
トライ＆チャレンジのボランティア活動を行いま
した。総勢250人の参加生徒は軍手とビニール袋
を持って一旦校庭に集合した後、学校周辺の公園
など６か所に分かれ、それぞれの場所で清掃活動
を行いました。約50分の予定でしたが、始めてみ
ると参加生徒の懸命の取り組みによって、時間が
足りなくなる場所も出てきました。季節柄、落ち
葉の量が多く、ごみを入れるポリ袋はあっという
間にいっぱいになり、リヤカーまで出動するほど
でした。今後もこのようなボランティア活動を
行っていく予定です。

トライ＆チャレンジ
ボランティア活動

▲お点前の様子
　　　（茶道部）
地域清掃活動の様子

▲

　本校では、毎年５年生が東大生態調和農学機構
（旧東大農場）で行われる「ひまわりプロジェク
ト」に参加しています。
　この活動は、一連の体験を通して子どもたちが
「食と資源循環」について学習する活動です。
　平成25年度も６月の種まきをスタートに、９月
には無事、種の収穫を行うことができました。毎
回、活動の最後には大学の先生から興味深いお話
を聞くことができ、子どもたちからもたくさんの
質問が寄せられました。
　収穫した種は十分に乾燥さ
せ、市民ボランティアのみな
さんの協力のもと、油しぼり
を行いました。
　活動の最後はエコクッキン
グ。自分たちで作ったひまわ
り油を使用して、おいしい野
菜炒めを作ることができまし
た。

ひまわりプロジェクト
への参加

谷戸小学校

種まき

エコクッキング

　本校は来年度、開校140周年を迎える伝統ある
学校です。校地には140年の歴史の中で植えられ
た木々が、大きく育っています。また、校庭は平
成24年度から全面芝生化されています。この豊か
な環境を守り続けるため、子どもたちが、地域や
保護者の皆様と共に芝生を守る活動や、校地の美
化などの奉仕活動に取り組んでいます。夏休みに
は、プールに来た子どもたちが、芝生校庭管理委
員会の皆様と共に、校庭の芝刈りをしたりポット
苗を植えたりしました。また、秋には全校で枯れ
葉を集め、大きなごみ袋をいくつもいっぱいにし
ました。守り続けられてきた学校を、自分たちの
手で整え、また次
代へとつなげてい
く。子どもたちの
誇らしげな顔が、
本校の自慢です。

140年の歴史を
守り育てる保谷小

保谷小学校

ひばりが丘中学校

地域の皆さんと一緒にポット苗を植えました。

　「ピー、ピッ、ピッ、ピッ」の笛の合図で、
「風になりたい」「遥か」の演奏が始まりまし
た。そして、金管楽器・打楽器・リコーダー等の
音色がひばりが丘の空に響き渡ります。
　本校では毎年、５年生が西東京市民まつり「市
民パレード」に参加しています。５年生は、谷戸
二小の伝統を引き継ごうと、７月から張り切って
担当する楽器の練習を始めます。友達と音を合わ
せ、市民まつり直前には、30分間演奏し続ける練
習もします。協力する心と態度、体力、そして学
校の代表というプライドと気構え、そして何より
も自信がつきます。
　本校は、地域の人・自然・社会を学習財として

教育活動を展開し、地
域に貢献できる子ど
も、地域で活躍する子
どもを育成していきま
す。

市民パレードに
５年生鼓笛隊が参加！

西東京市民まつり「市民パレード」

　本校では、平成24年度から毎学期に１回、生徒
会を中心に、ボランティア生徒による地域清掃活
動を実施しています。学校周辺のごみ拾いを通し
て、地域の環境美化に貢献しようという生徒たち
の自発的な考えから始まりました。今年度で２年
目を迎えますが、回数を重ねるごとに参加生徒が
増えています。
　また、本校には茶室があり、講師のご指導のも
と、茶道部が活発に活動しています。毎年、「ふ
れあい祭り」や「新春わくわく寄席」などの地域
の行事に参加し、地域の方々やお年寄りにお点前
を披露し、大変喜ばれています。今後もこのよう

な活動を通して、地
域に貢献していきた
いと考えています。

地域貢献を目指して

青嵐中学校

　本校では、６年生の班長を中心に、異学年で交
流する、たてわり班活動を行っています。１学期
初めに顔合わせをします。最初は緊張した様子が
見られますが、オープンスペース等で遊びや給食
の時間を共有したり、一緒に清掃を行ったりして
いくうちに、互いの緊張が解け、どの子も笑顔が
見られるようになってきます。
　上級生は、下級生のお世話をすることでやさし
い気持ちになります。また、下級生は、上級生の
姿を見て、あこがれの気持ちを抱きます。
　今後もたてわり班活動をより充実させ、よりよ
い人間関係を
築き、実りあ
る学校生活を
送ることがで
きるようにし
ていきたいと
考えています。

たてわり班活動

けやき小学校
オープンスペースで活動している様子

　毎朝、子どもたちの登校時刻になると、あいさ
つ隊の声が響きます。本校では、毎年６年生が
「あいさつ隊」として正門に立ち、登校する子ど
もたちや地域の方々にあいさつをします。学年を
広げた「あいさつ隊」や西東京市のマスコット
キャラクター「いこいーな」を交えてのあいさつ
運動も行っています。また、代表委員会でも「あ
いさつをしよう！キャンペーン」を展開して意欲
を高めています。一日の始まりをすべての学年が、
大きな声で元気よくあいさつをすることで、学校
全体が元気になるのです。いつでも、どこでも、

誰にでも明るく元
気なあいさつので
きる子どもたちを
育てています。

あいさつで明るく
元気な学校に!!

「いこいーな」と一緒にあいさつ運動

保谷第二小学校

田無第一中学校

谷戸第二小学校

　本校では、整美委員会が企画した落ち葉掃きボ
ランティアに、朝から多くの生徒が参加してくれ
ました。校庭を囲む桜の木から落ちる葉もだいぶ
増える頃、朝晩は吐く息が白く見える季節に、早
起きもちょっとした勇気が必要だったと思いま
す。そのような中、多くの生徒が参加してくれた
ことは大変喜ばしいことです。
　「整美委員会だより」の中に、「自らきれい
な学校にするために」という文章を見つけまし
た。なるほど、「自分たちが学校を担っていくの
だ。」という自覚が多くの人の行動に表れている
のかもしれません。お陰で清々しい朝のひととき
でした。

ボランティア活動

毎回、100人以上が参加します。田
無一中の爽やかな朝のひとときです！

西東京市マスコット
キャラクター
「いこいーな」
©シンエイ／西東京市




